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モンテッソーリ教育法におけるトーンバー指導法 
―Costruisco la scala（1956）の検討を通して― 
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Abstract 
This study aimed to distinguish the characteristics of the guidance provided by tone bars in the Montessori 
Method through an examination of documents written by A. M. Maccheroni. Throughout her life, Maccheroni 
collaborated with M. Montessori. Maccheroni contributed to the development of music education in the 
Montessori Method. Tone bars and bells are educational materials employed in the Montessori Method, and the 
use of tone bars was introduced by Maccheroni. This study found that by using tone bars, it was Maccheroni’s 
intention that children should acquire specialized knowledge of music, including writing and reading music and 
musical theory. Furthermore, the guidance provided by the tone bars follows a system like that with the 
guidance provided by bells. However, there is a difference between them: the guidance provided by tone bars 
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２ モンテッソーリ教育法における音楽教育の位置づけ  
(1) モンテッソーリ教育法の目的と方法 





 モンテッソーリの独自性は，彼女自身の科学的な観察をもとに打ち出した 3 歳から 7 歳までの子どもの
多様な機能をもとに教育法が考案されている点にある。この機能として，彼女は，（1）身体のバランスを
取り，歩き，動き方を調整する運動筋肉機能，（2）環境からさまざまな印象を感覚的に受け取り，観察，















における音楽教育の内容が充実し始めた時期と提言している（Montessori, 1917, p.319）1914 年当時におけ
る分野と，そのなかにおける音楽教育の位置づけを明確にする。 






















1914, pp.59-60）という 3 つの段階を含んでおり，どの感覚教具を用いた活動であっても，この教授方法が
一貫して適用される。 





























































５ Costruisco la scala（1956）におけるトーンバー指導法 
(1) トーンバーの特徴と基本的な使用方法 
 先述したように，Costruisco la scala は，音感ベルの発展的な教具として位置づけられているトーンバー
指導法を取り扱っていることから，音感ベル指導法について詳細に記されているマッケローニの著作物，
Orecchio, voce, occhio, mano の続編として出版された（Maccheroni, 1956, n.pag.）。Costruisco la scala では，
トーンバーを用いて音階を構成することや，音階の理論的な理解を深めていくことに焦点が当てられてお
り，当然ながら音感ベルの学習目的とは異なる。しかし，これら 2 つの教具は共通した特徴を有している。 
 例えば，上記 2 つの各々の教具は，外見上どれも同一の形状である。これは，子どもが目で音の判断を
するのではなく，耳だけを用いて音を聴き分けることを重要視したモンテッソーリの意図が教具に現れて
いる。ただし，トーンバーは音感ベルよりも取り扱う音域が幅広く，C4 を基点として 2 オクターヴ先の




 その他の特徴としては，写真 1 及び写真 2 に示されるように，トーンバーは，鍵盤楽器の黒鍵及び白鍵
と同様に着色されているのが特徴である。これは，トーンバーを用いた学習目的の 1 つとして，音階の構
造について理解を深めていくことが設定されていることに起因する。 
 写真 2 に示されるように，トーンバーは音の並びに沿って配置されており，無秩序に並べられることは
ない。例えば，E dur の音階を構成する場合，E4 よりも前に位置するトーンバーを全て取り除く。その取
り除いたトーンバーは，音階の並びに沿った状態で側に置く。そして，C4 が位置していた場所，すなわち，
写真 2 が示す 1 まで，E4 を主音としてその他のトーンバーを配置させる。白い場所に置かれているトーン
バーを選択して鳴らすと，E dur の音階を得ることができる。 
 
 
      写真 1 トーンバー                               写真 2 トーンバーの土台 






階を学ぶことが適切であるということ（Maccheroni, nd, p.36），②移調の理論を学ぶこと（Maccheroni, 1956, 
n.pag.），③音階を用いて記譜・読譜力を培わせること（Maccheroni, nd, p.32）の 3 点を挙げている。また，
トーンバーの学習の対象年齢は，5 歳から 7 歳と設定されている（Maccheroni, nd, p.4）。 
 以下に示す表 1 は，Costruisco la scala に示されている主な活動内容であり，エクササイズとしての活動
内容は表 2 に示すとおりである。なお，活動過程は，活動項目に示す順序のとおりである。 
 
表１ トーンバーの活動内容 
（Maccheroni, 1956, pp.8-25 より筆者作成。） 
 
 





3）長音階の構造を学ぶ 表（写真 3）を用いて，長音階を五線譜に記譜する。 
4）和声短音階を構成する トーンバーを用いて和声短音階を構成する。 
5）C dur の音階を同種短調の和声短音階に変化させる トーンバーを用いて，C dur の同種短調の和声短音階に移調する。 
6）和声短音階の構造を学ぶ 表（写真 4）を用いて，和声短音階を五線譜に記譜する。 




9）旋律短音階の構造を学ぶ 表（写真 5）を用いて，視覚的に旋律短音階を捉える。 





               写真 3 長音階の表               写真 4 和声短音階の表 
















写真 5 旋律短音階の表（Maccheroni, 1956, p.27 より転載。） 





・ our song（曲名）と，この曲の調性の音階を聴き比べよ。その後，それらを記譜しなさい。 
・ 基準となる短音階を，その他の短音階と比較せよ。これと同様の内容を，長音階を用いて行いなさい。 
・ シャープとフラットの位置を正確に書きなさい。長音階は，主音を基準として 3 番目と 4 番目の間に，また，7 番目と 8
番目の間に 2 つの半音がある。 
・ 何の援助もなく音階を記譜しなさい。頭のなかで音を再生させることによって間違いを訂正しなさい。 




（Maccheroni, 1956, p.31 より筆者訳出。） 
 
 















写真 6 活動の確認用のカード（Maccheroni, 1956, n.pag.より転載。） 
 
 トーンバーの活動において取り扱われる音階は，長音階，和声短音階，旋律短音階の 3 つである。表 1















６ トーンバー指導法の特徴  






譜・読譜力の育成，という 3 点である。 
 上述の内容から読み取ることができるように，マッケローニのトーンバー指導法は記譜・読譜を含む，
音楽の理論的な学習に主眼が置かれていることに特徴がある。本研究で取り上げた Costruisco la scala の前
に位置する，音感ベル指導法が明示されている冊子である Orecchio, voce, occhio, mano では，音感ベルを用
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